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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の動向を踏まえ、平成 17 年 5月 20 日の決算発表時に公表した平成 18 年 3月期（平成17
年 4月 1日～平成 18年3月 31日）の業績予想の修正について下記のとおりお知らせいたします。 

記 

Ⅰ.業績予想の修正 
１．平成18年 3月期連結業績予想数値の修正（平成17年 4月 1日～平成18年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （ Ａ ） 33,000 1,050 △220 

今 回 修 正 予 想            （ Ｂ ） 31,700 △70 △1,180 

増  減  額          （ Ｂ －Ａ） △1,300 △1,120 △960 

増 減 率            （ ％ ） △3.9 － － 

 
２．平成18年 3月期個別業績予想数値の修正（平成17年 4月 1日～平成18年 3月 31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （ Ａ ） 22,000 560 △330 

今 回 修 正 予 想            （ Ｂ ） 20,800 △250 △1,090 

増  減  額          （ Ｂ －Ａ） △1,200 △810 △760 

増 減 率            （ ％ ） △5.5 － － 

 
３．修正の理由 
当中間期における連結の業績につきましては、当社グループの中核であるメガネトップ単体に

おける業績の修正を主な要因として、売上高、経常利益及び当期純利益ともに予想を下回りまし
た。 
通期の連結及び個別の業績予想につきましては、景気の回復基調が継続し、個人消費も緩や

かながら改善傾向が見込まれておりますが、眼鏡業界におきましては企業間競争が激しく、
当社グループを取り巻く環境は依然厳しい状況が続くものと思われます。 
このような状況のもと、中間期の業績を鑑み、通期の業績予想の修正をいたします。 

なお、メガネトップ単体において、特別損失として、20店舗閉鎖による除却損390百万円を見
込んでおります。 

以  上 


